
 
 

 
 

  
 

 

 

自然環境レポーター通信 

 

 

写真のタイトル：コスズメ  撮影場所：清和小学校  写真提供：Ryu 





こんにちは。環境課自然環境係の大野と申します。 

 

ご紹介が遅れてしまいましたが、前回発行した秋号から、裏表紙に区ホームページへ

のリンク及びＱＲコードを記載しております。これをお手持ちのタブレット端末やス

マートフォンで読み込むと、「自然環境レポーター通信 水辺のふるさとかつしか」

の掲載ページへアクセスすることが出来ます。バックナンバーを読みたい時や、ご自

身のレポートが掲載された号をシェアしたい時などにご活用いただければ幸いです。 

 

今年の秋は、一雨一度の深まりようでしたね。カンタンの密やかな鳴き声を聞き、茹

で落花生の滑らかな旨味を味わい、赤や黄色の落ち葉をサクサクと踏み、キンモクセ

イが艶やかな香りを漂わせ、柿は鮮やかな橙色に色づいて、秋らしい服装を楽しみ… 

短い間でしたけれど、今年は季節の移ろいを五感や心身で感じることが出来ました。 

もうすっかり枯れ木賑わう冬になりました。どうぞよいお年をお迎えください。 

 

環境課自然環境係 大野  

水辺のふるさとかつしか 冬号 
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コアジサシ 

 

調査区５ 

計３０種 

調査区４ 

計１４種 

調査区３ 

計３０種 

調査区１ 

計０種 調査区２ 

計４種 

【次ページの見方】 
① 名前（赤字は外来種） 

② 写真 

③ 発見された調査区 

（調査区ごとの色で塗り潰し） 

 

 

 

１ 

２ 

３  

在来種のコアジサシが 

調査区5で発見されたと 

分かるね！ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

コアジサシ 

 

ウグイス 

 

ギンヤンマ 

 

トノサマバッタ 

 

ツバメ 

 

コサギ 

 

アキアカネ 

 

クマゼミ 

 

オオヨシキリ 

 

カワセミ 

 

オオカマキリ 

 

アブラゼミ 

 

コガモ 

 

コゲラ 

 

エンマコオロギ 

 

ツクツクボウシ 

 

ツグミ 

 

シジュウカラ 

 

カンタン 

 

ミンミンゼミ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

ニイニイゼミ 

 

テングチョウ 

 

ナガミヒナゲシ 

 

セリ 

 

ヤマトタマムシ 

 

ツマグロヒョウモン 
 

シロツメクサ 

 

オオバコ 

 

ナガサキアゲハ 

 

アカボシゴマダラ 

 

スズメノエンドウ 

 

オオキンケイギク 

 

クロアゲハ 
 

アカメガシワ 

 

イモカタバミ 

 

カントウヨメナ 

 

ナミアゲハ 

 

スギナ 
 

アレチウリ 
 

カントウタンポポ 
 

←表 

裏→ 

←雄 

雌→ 

ツクシ 
↓ 

果実 
↓ 

反り返らない→ 

4



調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

 

ツユクサ 

 

ミシシッピアカミミガメ 

 

コガネグモ 

 

ジュズダマ 

 

ニホンカナヘビ 

 

ジョロウグモ 

 

ススキ 
 

ニホンアマガエル 

 

メダカ 
 

アライグマ 
 

ニホンアカガエル 

 

ブルーギル 

 

ハクビシン 

 

ウシガエル 

 

ベンケイガニ 

 

カ
ダ
ヤ
シ
激
似
注
意 

↓
メ
ダ
カ
の
特
徴 
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 今年の秋                弥生さくら草 
 
あんなに暑くて耐え難い夏の日々だった。この暑さは未来永劫に続くのか？

と思ったりしたが、やはり秋は来た。何時までも暑さが続いたから秋は遅遅とや

ってきた。夏の装いも中々手放せず夏姿で闊歩した。街を歩けば十月になっても

夏姿と秋姿が混ざり合い、多様である。 
私が若い頃は十月一日になると途端に夏から冬の装いに替えた。制服には夏

と冬の二種類しかない。それは見事に白から黒になった。誰も話し合うことも無

いまま衣替えはその頃の常識だった。カラスの中に鶴が舞い降りたようでそん

な日は居心地が悪かった。そんな日思い出している。 
暑さゆえに秋の虫たちが奏でる音楽はなかなか聴こえて来ない。ひっそりと 

している。結局鳴き声の期間は短くて例年と違った。気温の変化で虫の音楽隊も

演奏に悩まされたことだろうか？ 

百日紅
サルスベリ

にも終焉が来た。6 月から 10 月までの永きにわたって咲き続けて観る

人を癒してくれた。落ちた花の掃き寄せも簡単で毎朝掃除をしながらの観賞も

日課であった。 
彼岸花の開花が彼岸に遅れたのは初めてのこと。それでも彼岸の期間に間に

合った。彼岸花が咲き揃う姿に少々感動する。昔は死人花と呼ばれ忌み嫌われた

から･･････。鮮やかで艶やか。当時は花だけが線香花火のような形で群れをなし

て咲く姿に異様な想いがしたのだろう････。 
名月に秋の七草のうちホトトギスと、藤袴を供えた。十五夜は煌々として美し

かった。西の方にはスカイツリーが鮮やかに輝いている。 
更に日が詰まれば菊の花の出番で、今はびっしり蕾を付けて待っている。我が

家の佛檀に供えご近所にもお裾分けるのは楽しみで、ご無沙汰をお詫びしてか

ら思い出話の花が咲くのだ。 
 
            令和 6 年 10 月 28 日 
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⾃然観察レポート ９⽉〜１１⽉ 平和橋周辺の⿃さんたち 
高橋雅子 調査区２ 
 

     
隣家のゴイサギさんと、ユリカモメ、下はヒドリガモとジョウビタキです。 

  
 
おまけ １２⽉なのにヒマワリが咲いている！！ 
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調査区3
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調査月 2024.09〜2024.11月 名前 むしあお

●観察⽇︓9/15
●調査区︓5­26（水元公園）

【昆虫】
アオスジアゲハ、　キマダラカメムシ、　ナミアゲハ、　ハネナガイナゴ、　オンブバッタ、　ツクツクボウシ、　アジアイトトンボ、　
シオカラトンボ、　ヤマトシジミ、　ベニイトトンボ、　オオヒラタシデムシ、　セグロアシナガバチ、　アオバハゴロモ、　クワコ（幼虫）
オオホシカメムシ、　エゾカタビロオサムシ、　コノシメトンボ、　ハスモンヨトウ、　ホシホウジャク、ツマアカシャチホコ
【鳥類】
ハシボソガラス、　ハシブトガラス、　ムクドリ、　カワウ、　ダイサギ
【植物、菌類】
ヒイロタケ、　アレチウリ、　ヤブラン、　ミズヒキ　
【クモ】
ジョロウグモ

色鮮やかなヒイロタケ アジアイトトンボ ♀
ベニイトトンボ　交尾

クワコ幼虫 エゾカタビロオサムシ（奥に写っています…）
水元公園で初めてオサムシを⾒た。
すばしこくて全然うまく撮れなかったが美しい虫︕

ハスモンヨトウ ツマアカシャチホコ

● 葛飾区自然環境レポーター　自由レポート ●
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●観察⽇︓10/13
●調査区︓4­22（新宿）

10月に⼊ると、シジミチョウの仲間が元気に⾶んでいるのをよく⾒かける。
【昆虫】
ヤマトシジミ、ツバメシジミ、モンキチョウ、ウラギンシジミ、ウラナミシジミ、ナミアゲハ、ホシホウジャク、イチモンジセセリ、モンシロチョウ
【鳥類】
モズ

●観察⽇︓10/20
●調査区︓4­19（鎌倉）

鎌倉公園にて、レポーター研修会に参加。
野草園の広さに対して⾒つけられた⽣き物の数が予想以上で驚いた。
植物の種類が豊富だと、それを利⽤する⽣き物が集まり、全体として⽣物相が豊かになるというのがよく分かった。
アシタバにキアゲハの終齢幼虫がわんさかついていた︕

　　　　　　キアゲハ幼虫 ハギの葉に産み付けられたシジミチョウの卵

●観察⽇︓11/3 ●観察⽇︓11/23
●調査区︓4­22（新宿） ●調査区︓5­26（水元公園）

トリバガの仲間 　　11月下旬だが暖かい⽇。キボシカミキリを発⾒。
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ツユクサ

セイヨウタンポポ チョウ

チョウ

モンシロチョウ

クサ

チョウ

セイヨウタンポポ
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ボランティア

スティック

スティック



 
 
 
 
５ 
 
         
 
 
 
        
   9/27 アカボシゴマダラ 水元 3 丁目        10/2 ヒガンバナ  水元 3 丁目                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑10/3    ヒガンバナ  水元 2 丁目↑ 
10/3 イチモンジセセリ 水元 3 丁目↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
10/3   ホシホウジャク 水元 3 丁目 
 

⾃然観察レポート調査区５ R6/９〜11 ⽉ 佐々⽊定治 

 地球温暖化をまざまざと日々の暮らしの中で体験して
しまうことになった、今季の秋だったように感じます。毎
年暦の上で、「彼岸」の文字を確認するやいなや「暑さ寒
さも彼岸まで」の、季節の変化を知らせてくれる日本の季
節用語をシグナルに、それに合わせた暮らし方を工夫し
ていたのですが、どうもしっくりいかなくなっています。 
 9 ⽉の終わりのアカボシゴマダラが、芝生の上で羽を休
めていたかのように見えますが、水分補給の行動だった
のかな？10 ⽉の初めには水元 3 丁目の色んな場所で、ホ
シホウジャクを見つけました。（マリーゴールド・地面の
上の紙・駐車禁止の表示ポールに）マリーゴールドに止ま
るのは理解できるのですが、ポールや紙は、ホシホウジャ
クは、どう判別したのでしょうか？ 
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        10/6 ホシホウジャク  水元 3 丁目 
 
 
 
11/16 ノブドウ 埼玉県⾃然学習センター 
        の北本⾃然観察公園   観察公園内の樹⽊根本近くの アシナガバチ        
                         
 
 
 
    
 
 
 
 
公園の森散策            公園の地形      ロゼット状態のタンポポ 
 
 
 
 
 
 

 私は、葛飾区生物多様性推進協議会員です。第 11 回勉強会は、11 ⽉ 16 日に埼玉県⾃然学習センター（北本⾃然観察
公園）で開催されました。調査区５のエリア外ですが、今季号に取り入れます。人の手で維持管理が必要な「里山」の⾃
然環境を学ぶ場所として、格好の場所でもありました。秋の⾃然観察プログラムには「その気になれば、きっと見つけら
れる！」「その気になって、運が良ければ見つけられるかも？」の興味を持たせる観察へのいざないが、うれしくもあり
ました。そして最大のテーマは、「なぜ⾃然は大切か？」を一連の活動を通して学ぶことができた勉強会だったと感じま
した。これからもこのような勉強会や研修会に参加し、⾃然観察レポート作成にも活かして生く覚悟です。 
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ソメイヨシノの蕾 鈴⽊園未 9/20 藤塚⻄公園 

「高く飛んでみたら、草も無い所へ来てしまった!」 
シブイロカヤキリ 神山隆敬 11/18 
⻲有 4 丁目アパート 6 階 

「葛飾区に住んでいて、ワシの名も知らんの
か!!」 キマダラカメムシ 神山隆敬 

 10/10 ⻲有⾹取神社道祖神 

ソメイヨシノの蕾 鈴⽊園未 9/20 藤塚⻄公園 
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「このヘチマを食べたのは誰だ！？」 
ヘチマ 有泉桂子 9/9 堀切 7 丁目 

ジャコウアゲハ幼虫 下山田隆 
10/5 水産試験場 

キマダラカメムシ幼虫 下山田隆 
9/15 水産試験場 

ホソミオツネントンボ 下山田隆 
11/17 水産試験場 
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コスズメ Ryu 9/3 清和小学校 

ツマグロヒョウモン Ryu 
10/23 お花茶屋 

「紅葉あか」 Ryu 11/16 小菅 

「嫁いだ娘が子どもと登園途中に「彩雲」 
を発見！」 有泉桂子 10/30 堀切 
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「コスモスとスカイツリー」 
R 10/13 堀切水辺公園 

「サクラ咲く」 R 10/24 お花茶屋公園 

「紅葉きいろ」 R 11/20 水元 

アカボシゴマダラ 佐々⽊定治 
9/27 水元 3 丁目 
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「今何時？」 タケノホソクロバと 
トケイソウ 瑛ちゃん 9/1 金町 

「見つかっちゃった！」 ハラビロカマキリ 
 瑛ちゃん 10/15 ⻄水元 

「のんびりいきましょう」 カタツムリ 
 瑛ちゃん 10/28 柴又 

「夕暮れ時のベンケイガニ」 ベンケイガニ 
 S.Fujiwara  9/12 アリオ⻲有側の橋の下 
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
26

22
62−131

1
171
1 58 46
13 14−44 10−30
21

93−116
1

555
1 3

103 26−78
1

163
7

119−167
2

25ー54
6

17−28
4

84−284
29

21−59
1

150
4

121−135
18

113−370
37

75−137
1
26

4 7
22−28 23−31

1
74
1
26

計 17種類153個体 4種類71体 3種類54個体

・
・

・

・

・
・

18 マ ル タ

駆除は仕方なくても、食べてやればよかった。後悔しきりです。（MT）

19 メ ダ カ

ー ヨ シ ノ ボ リ 族

13 ヌ マ チ チ ブ

14 ハ ス

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−326

328
2024/9/23

カ ム ル チ ー

ギ ン ブ ナ

1

7

5

6

2

3

4

備　　考

8 コ イ

ア シ シ ロ ハ ゼ

オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ

カ マ ツ カ

オ オ ク チ バ ス 特定外来生物

特定外来生物

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】10月13日(日)　11月3日(日)　12月14日(土)
　　　　2025年　1月13日(月・祝)　2月16日(日)　3月29日(土)

【参加者コメント】

9 コ ク チ バ ス 特定外来生物

10 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

11 タイリクバラタナゴ

12 ニ ゴ イ

親子の参加が３組もあり賑やかでした。（SI）

ブ ル ー ギ ル

新聞に掲載された記事を見て参加してくださった方がいました^_^！
なかなかのサイズのコイにかぶせたのですが、抜かれました（×2名）まだ水温が高いの
で、元気です。カマツカがたくさん。出水で流されてきたのでしょうか。（KI）

15

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて20種類278個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温26.1℃、水温 本流24.0℃、新八水路24.3℃、新八ワンド25.8℃（14:10頃測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.40m (12:00)1.16m (14:00)0.95m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

16 ボ ラ

20

17 マ ハ ゼ

モ ツ ゴ

特定外来生物
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
500
5

19−121
83

14−33
3

95−115
1

174
1
47

2
186−205

1
175

14
14−31
1
71

2
120−160

28
25−55

2
105−172

45
115−375

6
75−110

4
26-30

1 1
97 50

計 11種類96個体 7種類105体 0種類0個体

・
・

・

・

・

ギ ン ブ ナ

コ ク チ バ ス

1

7

5

6

2

3

4

特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−327

329
2024/10/13 備　　考

ウ ナ ギ

オ イ カ ワ

カ マ ツ カ

カ ム ル チ ー

カ ダ ヤ シ

特定外来生物

10 ド ジ ョ ウ

11 ニ ゴ イ

8 ス ズ キ

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】11月3日(日)　12月14日(土)
　　　　2025年　1月13日(月・祝)　2月16日(日)　3月29日(土)

【参加者コメント】

9 タイリクバラタ ナゴ

12 ヌ マ チ チ ブ

新聞記事を見て参加した親子も含め3組の親子の参加で大賑わいだった。
開始時は川底が干上がっていて、徐々に水位が上がってきたが、流れがないためか水がずっ
と濁っていた。（SI）

13 ハ ス

14 ボ ラ

マ ハ ゼ

モズがワンドの中の島や、対岸からも響く声で鳴いていて、カニも減って来て、お祭りの笛
太鼓も聞こえ、秋の到来を感じました。（KI）

15

江戸川本流、新八水路あわせて17種類201個体の魚類が採集されました。（ワンドには水が
なく採集できず）

晴れ、気温25.5℃、水温 本流23.9℃、新八水路21.3℃、（15時頃測定）
「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)0.35m (12:00)0.81m (14:00)1.35m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

16 メ ダ カ

17 モ ツ ゴ
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

6
70−145

50
14−40

5
102−113

1
232

8
72−125

1
105
1

153
1
22

10
53−82

1
135

1
215
49

28−65
1

103
9

133−340
5

85−133
4

25−29

計 11種類96個体 5種類57体 0種類0個体

・
・

・

・

・

・

大雨の後で、どんな魚が取れるか期待しておりました。カムルチーが本流、水路と３回連
続採集されて江戸川には定着しているのだと思いました。（IS）

ボ ラ

マ ハ ゼ

新八前に、沈水植物の小群落ができていました。昼過ぎ、オオタカ？らしい猛禽に、ヒヨ
ドリが一羽でモビングして対岸に追いやっていました。強い。（KI）

15

江戸川本流、新八水路あわせて16種類153個体の魚類が採集されました。（ワンドには水が
なく採集できず）
晴れ、気温21.3℃、水温 本流17.9℃、新八水路20.0℃、（14時30分頃測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.30m (12:00)1.00m (14:00)0.90m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

16 メ ダ カ

8 タイリクバラタナゴ

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】12月14日(土)
　　　　2025年　1月13日(月・祝)　2月16日(日)　3月29日(土)

【参加者コメント】

9 デ メ モ ロ コ

12 ヌ マ チ チ ブ

カマツカの採集個体数が増えている。雨が多かったので河床が洗われて砂や砂礫底が安定
して形成されているためではないだろうか。柴又の江戸川は下流域に見えるかもしれない
が、行徳の水閘門が開放されれば中流域の末端であるから、オイカワ、カマツカが採れる
のは当然なのだ。
ゴクラクハゼが採れなかった。時期から考えて産卵移動とは思えず彼らの動向は興味深
い。（YK）

13 ハ ス

14

ギ ン ブ ナ

カ マ ツ カ

10 ド ジ ョ ウ

11 ニ ゴ イ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−328
330

2024/11/3 備　　考

オ イ カ ワ

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

コ イ

1

7

5

6

2

3

4

特定外来生物カ ダ ヤ シ

カ ム ル チ ー
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▲ウラナミシジミの卵（赤丸） 

と吸蜜の様子 

▼座って話し合う自然環境 

レポーターの皆さま 

 

★自然環境レポーター研修会を開催しました！★ 

 

令和６年１０月２０日（日）、「秋の鎌倉野草園で季節の変化を探そう」をテー

マに、鎌倉公園野草園にて秋の自然観察会を開催しました。 

鎌倉公園は、野草園のある南側を２０２２年にリニューアルオープンし、人と

生きものの憩いの場を目指して取り組んでいます。２月にもこちらで研修会を

行いましたので、今回は季節での違いにも着目しつつ、野草園管理所の専門員で

ある講師にご案内いただきました。 

野草園に植えられているマメ科植物の周囲には、たくさんのシジミチョウが

飛び交っていました。これはアゲハチョウの幼虫がミカンの葉を好むように、シ

ジミチョウの幼虫がマメ科の植物を好むため、産卵目的もあって集まっている

のです。このように観察しながら野草園の維持・管理についてお話を伺い、また、

グループに分かれて「５５種の動植物の指標種」（Ｐ２～５参照）リストを基に

生きもの探しも行いました。 

秋らしい晴れやかな涼しさの中、植物とそれに関連する知識を学びつつ、レポ

ーター同士が観察して気付いたことや互いの経験を共有しあえた研修会となり

ました。ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

今後も研修会を開催していく予定ですので、レポーター同士の交流やレベル

アップのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

  

環境課からのお知らせ 
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▶オナガ（写真提供：神山隆） 

 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

 自主生物調査団が、新八水路にて魚類調査を行います。調査の結果は、「魚から

の便り」として水辺のふるさとかつしかに掲載しています。 

 

【日時】１月１３日（月） ２月１６日（日） ３月２９日（土） 

いずれも１０時～１６時ごろ 

【場所】江戸川河川敷 ※事前連絡をお願いします。 

【持ち物】着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（https://shigenori1.jimdoweb.com/）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

★自然環境調査報告書（５５種以外）★ 

 

 自然環境レポーターの活動には、区内で見られる５５種以外の動植物につい

ての調査報告も含まれています。ご報告いただいた中からいくつか紹介します。 

〈見方〉◆動植物種名・調査月・調査場所（Ｐ２参照）・気が付いたことなど 

 

◆オオスカシバ・９月・調査区３・シマトネリコに今年も大きな幼虫。 

 

◆ジョウビタキ・１０月・調査区５・今年は１０月２２日に飛来を確認。 

 

◆コマツモムシ・１１月・調査区５・水辺のさとの水中に浮いて、オールのよう

な足をときたま動かして泳いでいました。 

 

◆オナガ・１１月・調査区２ 

 

 

◆ヒヨドリ・１０～１１月・調査区３・朝夕と遠くの個体と話しています。 

環境課からのお知らせ 
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「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 

 今号にご協力いただいた皆さま（敬称略） 

 

R 有泉桂子 石戸雅彦 

瑛ちゃん S.Fujiwara 江戸川の小鮒 

大谷悦子 神山隆敬 K・N 

佐々木定治 下山田隆 鈴木園未  

高橋雅子 田村ひろ子 T・K  

となりの庭 濱野祥 ひまわり 

広瀬温 むしあお 弥生さくら草 

ゆきひめ Ryu 

自主生物調査団 （編集：一澤成典） 

ありがとうございました！ 

「水辺のふるさとかつしか」 第３３１号 
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